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(57)【要約】
無線デバイスについて節電を実現し、無線ネットワーク
について容量を改善する可能性のある効率的な方法でデ
ータを送受信する技術が説明されている。これらの技術
は、複数の（例えば、２つの）不連続送信（ＤＴＸ）モ
ードおよび少なくとも１つ（例えば、１つ）の不連続受
信（ＤＲＸ）モードからなる連続的パケット接続性（Ｃ
ＰＣ）モードを利用する。それぞれのＤＴＸモードは、
無線デバイスからネットワークへの送信に使用可能な異
なる有効化されたアップリンクサブフレームに関連付け
られる。それぞれのＤＲＸモードは、無線デバイスに送
信するためにネットワークで使用可能な異なる有効化さ
れたダウンリンクサブフレームに関連付けられる。無線
デバイスは、有効化されたアップリンクサブフレーム上
でシグナリングおよび／またはデータを送信し、有効化
されたダウンリンクサブフレーム上でシグナリングおよ
び／またはデータを受信することができる。無線デバイ
スは、バッテリパワーの節約のため、非有効化サブフレ
ームの間にパワーダウンすることができる。ＤＴＸモー
ドとＤＲＸモードとの間を素早く遷移するためのメカニ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
無線ネットワークへの送信では、接続モードに入っている間、複数の不連続送信（ＤＴＸ
）モードのうちの１つ、または、ＮＯ　ＤＴＸモードで動作し、前記無線ネットワークか
らの受信では、前記接続モードに入っている間、少なくとも１つの不連続受信（ＤＲＸ）
モードのうちの１つ、または、ＮＯ　ＤＲＸモードで動作する、少なくとも１つのプロセ
ッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリと、
　を備える無線デバイス。
【請求項２】
それぞれのＤＴＸモードは、データ、またはシグナリング、またはデータとシグナリング
の両方を前記無線ネットワークに送信するために使用可能な異なるサブフレームに関連付
けられる、請求項１に記載の無線デバイス。
【請求項３】
それぞれのＤＲＸモードは、データ、またはシグナリング、またはデータとシグナリング
の両方を前記無線ネットワークから受信するために使用可能な異なるサブフレームに関連
付けられる、請求項１に記載の無線デバイス。
【請求項４】
前記複数のＤＴＸモードは、第１のＤＴＸモードを備え、前記第１のＤＴＸモードにおい
て、前記少なくとも１つのプロセッサは、アップリンクで利用可能なサブフレームの部分
集合に対応する第１の有効化されたサブフレームでシグナリングを送信し、もし前記無線
ネットワークに送信するデータがある場合は、前記第１の有効化されたサブフレームでデ
ータを送信する、請求項１に記載の無線デバイス。
【請求項５】
前記複数のＤＴＸモードは、第２のＤＴＸモードを備え、前記第２のＤＴＸモードにおい
て、前記少なくとも１つのプロセッサは、前記第１の有効化されたサブフレームの部分集
合に対応する第２の有効化されたサブフレームでシグナリングを送信する、請求項４に記
載の無線デバイス。
【請求項６】
前記第１の有効化されたサブフレームは、サブフレームＴ１個の間隔で相隔てられ、Ｔ１
は、構成可能なパラメータである、請求項４に記載の無線デバイス。
【請求項７】
前記第２の有効化されたサブフレームは、サブフレームＴ２個の間隔で相隔てられ、Ｔ２
は、構成可能なパラメータである、請求項５に記載の無線デバイス。
【請求項８】
前記少なくとも１つのＤＲＸモードは第１のＤＲＸモードを備え、前記第１のＤＲＸモー
ドにおいて、前記少なくとも１つのプロセッサは、ダウンリンクで利用可能なサブフレー
ムの部分集合に対応する有効化されたサブフレームでシグナリングを受信し、もし前記シ
グナリングが、前記無線デバイスに送られているデータを示している場合は、前記有効化
されたサブフレームでデータを受信する、請求項１に記載の無線デバイス。
【請求項９】
前記有効化されたサブフレームは、サブフレームＲ個の間隔で相隔てられ、Ｒは、構成可
能なパラメータである、請求項８に記載の無線デバイス。
【請求項１０】
前記複数のＤＴＸモードは、前記無線デバイスの送信電力が制御されないＤＴＸモードを
備える、請求項１に記載の無線デバイス。
【請求項１１】
前記複数のＤＴＸモードは、前記無線デバイスがアップリンクでシグナリングおよびデー
タを送信しないＤＴＸモードを備え、前記少なくとも１つのＤＲＸモードは、前記無線デ
バイスがダウンリンクでシグナリングおよびデータを受信しないＤＲＸモードを備える、
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請求項１に記載の無線デバイス。
【請求項１２】
前記少なくとも１つのプロセッサは、前記無線ネットワークからＴ１、Ｔ２、Ｒ、および
オフセットの一構成を受け取り、Ｔ１は第１のＤＴＸモードに対する第１の有効化された
サブフレーム間の間隔を定義し、Ｔ２は第２のＤＴＸモードに対する第２の有効化された
サブフレーム間の間隔を定義し、ＲはＤＲＸモードに対する第３の有効化されたサブフレ
ームの間の間隔を定義し、オフセットは前記第１、第２、および第３の有効化されたサブ
フレームを識別する、請求項１に記載の無線デバイス。
【請求項１３】
前記少なくとも１つのプロセッサは、前記複数のＤＴＸモード間で自律的に遷移する、請
求項１に記載の無線デバイス。
【請求項１４】
前記少なくとも１つのプロセッサは、前記無線デバイスにおけるデータ負荷に基づいて前
記ＮＯ　ＤＴＸモードに自律的に遷移する、請求項１に記載の無線デバイス。
【請求項１５】
前記少なくとも１つのプロセッサは、前記無線ネットワークからのシグナリングに基づい
て前記少なくとも１つのＤＲＸモードとＮＯ　ＤＲＸモードとの間を遷移する、請求項１
に記載の無線デバイス。
【請求項１６】
前記少なくとも１つのプロセッサは、レイヤー１またはレイヤー２を介して前記無線ネッ
トワークから、前記少なくとも１つのＤＲＸモードと前記ＮＯ　ＤＲＸモードとの間を遷
移するために前記シグナリングを受信する、請求項１に記載の無線デバイス。
【請求項１７】
前記少なくとも１つのプロセッサは、前記無線ネットワークからのシグナリングに基づい
てアクティブモードと連続的パケット接続性（ＣＰＣ）モードとの間を遷移し、前記ＣＰ
Ｃモードは、前記複数のＤＴＸモードおよび前記少なくとも１つのＤＲＸモードを備え、
前記アクティブモードは、前記ＮＯ　ＤＴＸモードおよび前記ＮＯ　ＤＲＸモードを備え
る、請求項１に記載の無線デバイス。
【請求項１８】
無線ネットワークとの通信では、接続モードで動作し、無線ネットワークへの送信では、
前記接続モードに入っている間、複数の不連続送信（ＤＴＸ）モードのうちの１つ、また
は、ＮＯ　ＤＴＸモードで動作する、少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリと、
　を備える無線デバイス。
【請求項１９】
無線ネットワークとの通信では、接続モードで動作し、前記無線ネットワークからの受信
では、前記接続モードに入っている間、少なくとも１つの不連続受信（ＤＲＸ）モードの
うちの１つ、または、ＮＯ　ＤＲＸモードで動作する、少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリと、
　を備える無線デバイス。
【請求項２０】
無線ネットワークへの送信では、接続モードに入っている間、複数の不連続送信（ＤＴＸ
）モードのうちの１つ、またはＮＯ　ＤＴＸモードで動作することと、
　前記無線ネットワークからの受信では、接続モードに入っている間、少なくとも１つの
不連続受信（ＤＲＸ）モードのうちの１つ、またはＮＯ　ＤＲＸモードで動作することと
、
　を備える方法。
【請求項２１】
前記複数のＤＴＸモードは、第１のＤＴＸモードを備え、前記第１のＤＴＸモードで動作
することは、
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　アップリンクに利用可能なサブフレームの部分集合に対応する第１の有効化されたサブ
フレームでシグナリングを送信することと、
　もし前記無線ネットワークへ送信するデータがある場合は、前記第１の有効化されたサ
ブフレームでデータを送信することと、
　を備える、
　請求項２０に記載の方法。
【請求項２２】
前記複数のＤＴＸモードは、第２のＤＴＸモードを備え、前記第２のＤＴＸモードで動作
することは、
　前記第１の有効化されたサブフレームの部分集合に対応する第２の有効化されたサブフ
レームでシグナリングを送信すること、
　を備える、
　請求項２１に記載の方法。
【請求項２３】
前記少なくとも１つのＤＲＸモードのうちの１つで動作することは、
　ダウンリンクに利用可能なサブフレームの部分集合に対応する有効化されたサブフレー
ムでシグナリングを受信することと、
　もし前記シグナリングが前記無線デバイスに送られているデータを示す場合は、前記有
効化されたサブフレームでデータを受信することと、
　を備える、
　請求項２０に記載の方法。
【請求項２４】
前記複数のＤＴＸモードの間を自律的に遷移することと、
　前記無線デバイスでのデータ負荷に基づいて前記ＮＯ　ＤＴＸモードに自律的に遷移す
ることと、
　をさらに備える請求項２０に記載の方法。
【請求項２５】
前記無線ネットワークからのシグナリングに基づいて、前記少なくとも１つのＤＲＸモー
ドと前記ＮＯ　ＤＲＸモードとの間を遷移すること、
　をさらに備える請求項２０に記載の方法。
【請求項２６】
無線ネットワークへの送信のために、前記接続モードに入っている間、複数の不連続送信
（ＤＴＸ）モードのうちの１つ、またはＮＯ　ＤＴＸモードで動作するための手段と、
　前記無線ネットワークから受信するため、接続モードに入っている間、少なくとも１つ
の不連続受信（ＤＲＸ）モードのうちの１つ、またはＮＯ　ＤＲＸモードで動作するため
の手段と、
　を備える装置。
【請求項２７】
前記複数のＤＴＸモードは、第１のＤＴＸモードを備え、前記第１のＤＴＸモードで動作
するための手段は、
　アップリンクに利用可能なサブフレームの部分集合に対応する第１の有効化されたサブ
フレームでシグナリングを送信するための手段と、
　もし前記無線ネットワークへ送信するデータがある場合は、前記第１の有効化されたサ
ブフレームでデータを送信するための手段と、
　を備える、
　請求項２６に記載の装置。
【請求項２８】
前記複数のＤＴＸモードは、第２のＤＴＸモードを備え、前記第２のＤＴＸモードで動作
するための手段は、
　前記第１の有効化されたサブフレームの部分集合に対応する第２の有効化されたサブフ
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レームでシグナリングを送信するための手段、
　を備える、
　請求項２７に記載の装置。
【請求項２９】
前記少なくとも１つのＤＲＸモードのうちの１つで動作するための手段は、
　ダウンリンクに利用可能なサブフレームの部分集合に対応する有効化されたサブフレー
ムでシグナリングを受信するための手段と、
　もし前記シグナリングが前記無線デバイスに送られているデータを示す場合は、前記有
効化されたサブフレームでデータを受信するための手段と、
　を備える、
　請求項２６に記載の装置。
【請求項３０】
接続モードに入っている間、複数の不連続送信（ＤＴＸ）モードのうちの１つまたはＮＯ
　ＤＴＸモードで動作する無線デバイスから受信し、接続モードに入っている間、少なく
とも１つの不連続受信（ＤＲＸ）モードのうちの１つまたはＮＯ　ＤＲＸモードで動作す
る前記無線デバイスに送信する、少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリと、
　を備える装置。
【請求項３１】
前記複数のＤＴＸモードは、第１のＤＴＸモードを備え、前記無線デバイスが前記第１の
ＤＴＸモードで動作しているときに、前記少なくとも１つのプロセッサは、アップリンク
で利用可能なサブフレームの部分集合に対応する第１の有効化されたサブフレームで前記
無線デバイスからシグナリングを受信し、もし前記シグナリングが前記無線デバイスによ
り送信されているデータを示している場合は、前記第１の有効化されたサブフレームで前
記無線デバイスからデータを受信する、請求項３０に記載の装置。
【請求項３２】
前記複数のＤＴＸモードは、第２のＤＴＸモードを備え、前記無線デバイスが前記第２の
ＤＴＸモードで動作するとき、前記少なくとも１つのプロセッサは、前記第１の有効化さ
れたサブフレームの部分集合に対応する第２の有効化されたサブフレームで前記無線デバ
イスからシグナリングを受信する、請求項３１に記載の装置。
【請求項３３】
前記少なくとも１つのプロセッサは、前記アップリンクに利用可能なすべてのサブフレー
ムで前記無線デバイスからのシグナリングを検出する、請求項３０に記載の装置。
【請求項３４】
前記少なくとも１つのＤＲＸモードは、第１のＤＲＸモードを備え、前記無線デバイスが
前記第１のＤＲＸモードで動作するとき、前記少なくとも１つのプロセッサは、ダウンリ
ンクで利用可能なサブフレームの部分集合に対応する有効化されたサブフレームで前記無
線デバイスにシグナリングを送信し、もし前記無線デバイスへ送信するデータがある場合
は、前記有効化されたサブフレームで前記無線デバイスにデータを送信する、請求項３０
に記載の装置。
【請求項３５】
前記少なくとも１つのプロセッサは、前記無線デバイスにＴ１、Ｔ２、Ｒ、およびオフセ
ットの一構成を送信し、Ｔ１は第１のＤＴＸモードに対する第１の有効化されたサブフレ
ーム間の間隔を定義し、Ｔ２は第２のＤＴＸモードに対する第２の有効化されたサブフレ
ーム間の間隔を定義し、ＲはＤＲＸモードに対する第３の有効化されたサブフレームの間
の間隔を定義し、オフセットは前記第１、第２、および第３の有効化されたサブフレーム
を識別する、請求項３０に記載の装置。
【請求項３６】
前記少なくとも１つのプロセッサは、前記少なくとも１つのＤＲＸモードと前記ＮＯ　Ｄ
ＲＸモードとの間を遷移するように前記無線デバイスに指示するシグナリングを送信する
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、請求項３０に記載の装置。
【請求項３７】
前記少なくとも１つのプロセッサは、アクティブモードと連続的パケット接続性（ＣＰＣ
）モードとの間を遷移するように前記無線デバイスに指示するするシグナリングを送信し
、前記ＣＰＣモードは、前記複数のＤＴＸモードおよび前記少なくとも１つのＤＲＸモー
ドを備え、前記アクティブモードは、前記ＮＯ　ＤＴＸモードおよび前記ＮＯ　ＤＲＸモ
ードを備える、請求項３０に記載の装置。
【請求項３８】
接続モードに入っている間、複数の不連続送信（ＤＴＸ）モードのうちの１つ、またはＮ
Ｏ　ＤＴＸモードで動作する無線デバイスから受信することと、
　接続モードに入っている間、少なくとも１つの不連続受信（ＤＲＸ）モードのうちの１
つ、またはＮＯ　ＤＲＸモードで動作する前記無線デバイスに送信することと、
　を備える方法。
【請求項３９】
前記複数のＤＴＸモードは、第１のＤＴＸモードを備え、前記第１のＤＴＸモードで動作
する前記無線デバイスから受信することは、
　アップリンクに利用可能なサブフレームの部分集合に対応する第１の有効化されたサブ
フレームで前記無線デバイスからシグナリングを受信することと、
　もし前記シグナリングが前記無線デバイスにより送信されているデータを示す場合は、
前記第１の有効化されたサブフレームで前記無線デバイスからデータを受信することと、
　を備える、
　請求項３８に記載の方法。
【請求項４０】
前記複数のＤＴＸモードは、第２のＤＴＸモードを備え、前記第２のＤＴＸモードで動作
する前記無線デバイスから受信することは、
　前記第１の有効化されたサブフレームの部分集合に対応する第２の有効化されたサブフ
レームで前記無線デバイスからシグナリングを受信すること、
　を備える請求項３９に記載の方法。
【請求項４１】
前記少なくとも１つのＤＲＸモードのうちの１つで動作する前記無線デバイスに送信する
ことは、
　ダウンリンクに利用可能なサブフレームの部分集合に対応する有効化されたサブフレー
ムで前記無線デバイスにシグナリングを送信することと、
　もし前記無線デバイスに送信するデータがある場合は、前記有効化されたサブフレーム
で前記無線デバイスにデータを送信することと、
　を備える、
　請求項３８に記載の方法。
【請求項４２】
接続モードに入っている間、複数の不連続送信（ＤＴＸ）モードのうちの１つ、またはＮ
Ｏ　ＤＴＸモードで動作する無線デバイスから受信するための手段と、
　接続モードに入っている間、少なくとも１つの不連続受信（ＤＲＸ）モードのうちの１
つ、またはＮＯ　ＤＲＸモードで動作する前記無線デバイスに送信するための手段と、
　を備える装置。
【請求項４３】
前記複数のＤＴＸモードは、第１のＤＴＸモードを備え、前記第１のＤＴＸモードで動作
する前記無線デバイスから受信するための手段は、
　アップリンクに利用可能なサブフレームの部分集合に対応する第１の有効化されたサブ
フレームで前記無線デバイスからシグナリングを受信するための手段と、
　もし前記シグナリングが前記無線デバイスにより送信されているデータを示す場合は、
前記第１の有効化されたサブフレームで前記無線デバイスからデータを受信するための手
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段と、
　を備える、
　請求項４２に記載の装置。
【請求項４４】
前記複数のＤＴＸモードは、第２のＤＴＸモードを備え、前記第２のＤＴＸモードで動作
する前記無線デバイスから受信するための手段は、
　前記第１の有効化されたサブフレームの部分集合に対応する第２の有効化されたサブフ
レームで前記無線デバイスからシグナリングを受信するための手段、
　を備える、
　請求項４３に記載の装置。
【請求項４５】
前記少なくとも１つのＤＲＸモードのうちの１つで動作する前記無線デバイスに送信する
ための手段は、
　ダウンリンクに利用可能なサブフレームの部分集合に対応する有効化されたサブフレー
ムで前記無線デバイスにシグナリングを送信するための手段と、
　もし前記無線デバイスに送信するデータがある場合は、前記有効化されたサブフレーム
で前記無線デバイスにデータを送信するための手段と、
　を備える、
　請求項４２に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【優先権の主張】
【０００１】
　（Ｉ．米国特許法１１９条のもとでの優先権の主張）
　本特許出願は、２００５年８月２６日に出願され、「無線システムにおけるパケット通
信のための方法および装置(METHOD AND APPARATUS FOR PACKET COMMUNICATIONS IN WIREL
ESS SYSTEMS)」と題された仮出願第６０／７１１，５３４号、および、２００６年４月２
１日に出願され、「無線システムにおけるパケット通信のための方法および装置(METHOD 
AND APPARATUS FOR PACKET COMMUNICATIONS IN WIRELESS SYSTEMS)」と題された仮出願第
６０／７９３，９７３号の優先権を主張し、両出願ともこの譲受人に譲渡され、また参照
によりここに明示的に組み込まれている。
【背景】
【０００２】
　（Ｉ．分野）
【０００３】
　本開示は、一般的に、通信に関するものであり、より具体的には、無線通信ネットワー
クにおいてデータを送受信するための技術に関するものである。
【０００４】
　（ＩＩ．背景）
　無線デバイス（例えば、携帯電話）は、無線通信ネットワークにおいて、いかなる瞬間
においても、アクティブ(active)およびアイドル(idle)などのいくつかの動作モード(ope
rating modes)のうちの１つで動作することができる。アクティブモードでは、無線デバ
イスは、ネットワークにより無線リソースを割り当てられ、例えば、音声コールまたはデ
ータコールのために、ネットワークとの間でデータ交換をアクティブに行うことができる
。アイドルモードでは、無線デバイスは、無線リソースを割り当てられず、ネットワーク
により送信されるオーバーヘッドチャネルの監視を続けることができる。無線デバイスは
、無線デバイスのデータ要件に基づき、必要に応じて、アクティブモードとアイドルモー
ドとの間を遷移する(transition)ことができる。例えば、無線デバイスは、送信または受
信すべきデータがある場合にアクティブモードに遷移し、ネットワークとのデータ交換を
完了した後にアイドルモードに遷移することができる。
【０００５】
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　無線デバイスは、ネットワークとシグナリング(signaling)を交換し、動作モード間を
遷移することができる。シグナリングは、ネットワークリソースを消費し、無線リソース
が無線デバイスに割り当てられるまでデータ伝送を遅らせる。無線デバイスは、シグナリ
ングおよび遅延を避けるために、長時間、アクティブモードに留まることができる。しか
しながら、アクティブモードに長時間留まっていると、交換するデータがないとき、割り
当てられた無線リソースの無駄となる可能性がある。さらに、アクティブモードでの動作
(operation)は、より多くのバッテリパワー(battery power)を消費する可能性があり、バ
ッテリ再充電間のスタンバイ時間および交換すべきデータがあるときの通話時間を短くす
るかもしれない。
【０００６】
　したがって、当技術分野においては、効率的な方法でデータを送信および受信する技術
についての必要性がある。
【発明の開示】
【０００７】
　［概要］
　本発明の一実施形態は、無線ネットワークへの送信(transmission)では、接続モードに
入っている間(while in a connected mode)、複数の不連続送信（ＤＴＸ）モード(multip
le discontinuous transmission (DTX) modes)のうちの１つ、または、ＮＯ　ＤＴＸモー
ド(no DTX mode)で動作し、無線ネットワークからの受信(reception)では、接続モードに
入っている間、少なくとも１つの不連続受信（ＤＲＸ）モード(at least one discontinu
ous reception (DRX) mode)のうちの１つ、またはＮＯ　ＤＲＸモード(no DRX mode)で動
作する、少なくとも１つのプロセッサと；少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモ
リと；を備える無線デバイスである。
【０００８】
　別の実施形態は、無線ネットワークとの通信では接続モードで動作し、無線ネットワー
クへの送信では、接続モードに入っている間、複数の不連続送信（ＤＴＸ）モードのうち
の１つ、または、ＮＯ　ＤＴＸモードで動作する、少なくとも１つのプロセッサと；少な
くとも１つのプロセッサに結合されたメモリと；を備える無線デバイスである。
【０００９】
　別の実施形態は、無線ネットワークとの通信では接続モードで動作し、無線ネットワー
クからの受信では、前記接続モードに入っている間、少なくとも１つの不連続受信（ＤＲ
Ｘ）モードのうちの１つ、または、ＮＯ　ＤＲＸモードで動作する、少なくとも１つのプ
ロセッサと；少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリと；を備える無線デバイス
である。
【００１０】
　別の実施形態は、無線ネットワークへの送信では、接続モードに入っている間、複数の
不連続送信（ＤＴＸ）モードのうちの１つ、または、ＮＯ　ＤＴＸモードで動作すること
と；無線ネットワークからの受信では、前記接続モードに入っている間、少なくとも１つ
の不連続受信（ＤＲＸ）モードのうちの１つ、または、ＮＯ　ＤＲＸモードで動作するこ
とと；を備える方法である。
【００１１】
　別の実施形態は、無線ネットワークへの送信では、接続モードに入っている間、複数の
不連続送信（ＤＴＸ）モードのうちの１つ、または、ＮＯ　ＤＴＸモードで動作するため
の手段と；無線ネットワークからの受信では、前記接続モードに入っている間、少なくと
も１つの不連続受信（ＤＲＸ）モードのうちの１つ、または、ＮＯ　ＤＲＸモードで動作
するための手段と；を備える装置である。
【００１２】
　別の実施形態は、接続モードに入っている間、複数の不連続送信（ＤＴＸ）モードのう
ちの１つまたはＮＯ　ＤＴＸモードで動作する無線デバイスから受信し、前記接続モード
に入っている間、少なくとも１つの不連続受信（ＤＲＸ）モードまたはＮＯ　ＤＲＸモー
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ドで動作する無線デバイスに送信する、少なくとも１つのプロセッサと；少なくとも１つ
のプロセッサに結合されたメモリと；を備える装置である。
【００１３】
　別の実施形態は、接続モードに入っている間、複数の不連続送信（ＤＴＸ）モードのう
ちの１つまたはＮＯ　ＤＴＸモードで動作する無線デバイスから受信することと；前記接
続モードに入っている間、少なくとも１つの不連続受信（ＤＲＸ）モードまたはＮＯ　Ｄ
ＲＸモードで動作する無線デバイスに送信することと；を備える方法である。
【００１４】
　別の実施形態は、接続モードに入っている間、複数の不連続送信（ＤＴＸ）モードのう
ちの１つまたはＮＯ　ＤＴＸモードで動作する無線デバイスから受信するための手段と；
前記接続モードに入っている間、少なくとも１つの不連続受信（ＤＲＸ）モードまたはＮ
Ｏ　ＤＲＸモードで動作する無線デバイスに送信するための手段と；を備える装置である
。
【００１５】
　本発明の様々な態様および実施形態が、下記に、さらに詳細に説明される。
【００１６】
　［詳細な説明］
　ここで使用されている用語「例示的な(exemplary)」は、「例(example)、インスタンス
(instance)、または説明(illustration)として機能する」を意味している。「例示的な」
としてここで説明されるどの実施形態も、他の実施形態より好ましいまたは有利であると
して必ずしも解釈されるべきではない。
【００１７】
　ここに説明されている技術は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）ネットワーク、時分割多
元接続（ＴＤＭＡ）ネットワーク、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）ネットワーク、直交
ＦＤＭＡ（ＯＦＤＭＡ）ネットワークなどのさまざまな無線通信ネットワークに使用され
ることができる。「ネットワーク」および「システム」という用語は、同義的に使用され
ることが多い。ＣＤＭＡネットワークは、Ｗ－ＣＤＭＡ、ｃｄｍａ２０００などの無線技
術をインプリメントする(implement)ことができる。ｃｄｍａ２０００は、ＩＳ－２００
０、ＩＳ－８５６、およびＩＳ－９５標準に対応している。ＴＤＭＡネットワークでは、
グローバル移動体通信システム（ＧＳＭ）などの無線技術をインプリメントすることがで
きる。これらのさまざまな無線技術および標準は、当技術分野で知られている。Ｗ－ＣＤ
ＭＡおよびＧＳＭは、「第三世代パートナーシッププロジェクト」（３ＧＰＰ）という名
称の組織からのドキュメントの中で説明されている。ｃｄｍａ２０００は、「第三世代パ
ートナーシッププロジェクト２」（３ＧＰＰ２）という名称の組織からのドキュメントの
中で説明されている。わかりやすくするため、本技術は、Ｗ－ＣＤＭＡを利用するユニバ
ーサル移動体通信システム(Universal Mobile Telecommunication System)（ＵＭＴＳ）
に関して下記に説明される。ＵＭＴＳの専門用語が、下記の説明の多くにおいて使用され
る。
【００１８】
　図１は、ユニバーサル地上無線アクセスネットワーク(Universal Terrestrial Radio A
ccess Network)（ＵＴＲＡＮ）１２０およびコアネットワーク１５０を含む、３ＧＰＰ／
ＵＭＴＳネットワーク１００の図を示している。ＵＥ１１０は、ＵＴＲＡＮ　１２０内の
ノードＢ(Node B)１３０と通信する。ＵＥ１１０は、固定式でも移動式でもよく、また、
無線デバイス、移動局、ユーザー端末、加入者装置、局、または他の何らかの専門用語で
呼ばれることができる。ＵＥ１１０は、携帯電話、パーソナルデジタルアシスタント（Ｐ
ＤＡ）、ハンドヘルドデバイス、無線モデムなどであってよい。用語「ＵＥ」、「無線デ
バイス」、および「ユーザー」は、ここでは、道義的に使用されている。ノードＢ１３０
は、一般的に、ＵＥと通信する固定局であり、また、基地局、アクセスポイント、または
他の専門容疑で呼ばれることができる。ノードＢ１３０は、特定の地理的地域についての
通信カバレッジ(communication coverage)を提供し、サービスエリア(coverage area)内
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）１４０は、ノードＢ　１１０に結合し、ノードＢの調整および制御を提供する。コアネ
ットワーク１５０は、パケットルーティング(packet routing)、ユーザー登録、モビリテ
ィ管理(mobility management)などのさまざまな機能をサポートするさまざまなネットワ
ークエンティティ(network entities)を含むことができる。
【００１９】
　ＵＥ１１０は、任意の与えられた瞬間においてダウンリンクおよび／またはアップリン
クでノードＢ１３０と通信することができる。ダウンリンク（または順方向リンク）は、
ノードＢからＵＥへの通信リンクを意味し、アップリンク（または逆方向リンク）は、Ｕ
ＥからノードＢへの通信リンクを意味する。
【００２０】
　ＵＭＴＳにおいては、データは、上位層において１つまたは複数のトランスポートチャ
ネルとして処理される。トランスポートチャネルは、１つまたは複数のサービス、例えば
、音声、ビデオ、パケットデータなどについての、データを搬送することができる。トラ
ンスポートチャネルは、物理レイヤーまたはレイヤー１（Ｌ１）の物理チャネルにマッピ
ングされる(mapped)。物理チャネルは、異なるチャネライゼーションコード(channelizat
ion codes)でチャネル化され、コード領域内において互いに直交する。
【００２１】
　３ＧＰＰ　リリース５(3GPP Release 5 and later)以降は、ハイスピードダウンリンク
パケットアクセス（ＨＳＤＰＡ）をサポートしている。３ＧＰＰ　リリース６およびそれ
以降は、ハイスピードアップリンクパケットアクセス（ＨＳＵＰＡ）をサポートしている
。ＨＳＤＰＡおよびＨＳＵＰＡは、それぞれ、ダウンリンクおよびアップリンク上で高速
パケットデータ伝送を可能にするチャネルおよびプロシージャのセット(sets of channel
s and procedures)である。表１および２は、それぞれ、ＵＭＴＳにおけるいくつかのダ
ウンリンクおよびアップリンク物理チャネルの一覧である。ＨＳ－ＳＣＣＨ、ＨＳ－ＰＤ
ＳＣＨ、およびＨＳ－ＤＰＣＣＨは、ＨＳＤＰＡについて使用される。Ｅ－ＤＰＣＣＨ、
Ｅ－ＤＰＤＣＨ、およびＥ－ＨＩＣＨは、ＨＳＵＰＡについて使用される。
【表１】



(11) JP 2009-508372 A 2009.2.26

10

20

30

40

50

【表２】

【００２２】
　図２は、ＵＥの無線リソース制御（ＲＲＣ）状態の状態図２００を示している。ＵＥは
、パワー(power)がオンにされると、セル選択を実行して、ＵＥがサービスを受けられる
適切なセルを見つける。その後、ＵＥは、ＵＥについてアクティビティがあるかどうかに
応じて、アイドルモード(idle mode)２１０または接続モード(connected mode)２２０に
遷移することができる。アイドルモードでは、ＵＥは、ＵＴＲＡＮに登録し、ページング
メッセージをリッスンし(listen for)、必要なときにＵＴＲＡＮによりそのロケーション
を更新する。接続モードでは、ＵＥは、ＲＲＣ状態および構成(configuration)に応じて
、データを受信し、および／または送信することができる。接続モードは、接続状態(con
nected state)、アクティブモード(active mode)、アクティブ状態(active state)、トラ
ヒック状態(traffic state)、トラヒックチャネル状態(traffic channel state)などとも
呼ばれる。
【００２３】
　接続モードにおいては、ＵＥは、４つの可能なＲＲＣ状態、つまりＣＥＬＬ＿ＤＣＨ状
態２３０、ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態２３２、ＣＥＬＬ＿ＰＣＨ状態２３４、またはＵＲＡ
＿ＰＣＨ状態２３６、のうちの１つであり得る。ＣＥＬＬ＿ＤＣＨ状態は、（１）ダウン
リンクおよびアップリンクに関してＵＥに割り当てられた専用物理チャネル、および（２
）ＵＥに利用可能な専用および共有トランスポートチャネルの組合せに、より特徴付けら
れる。ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態は、（１）ＵＥに割り当てられた専用物理チャネルがない
こと、（２）ＵＴＲＡＮにアクセスする使用のためにＵＥに割り当てられたデフォルト(d
efault)の共通または共有トランスポートチャネル、および（３）ＵＥが、再構成メッセ
ージのようなシグナリングのためにフォワードアクセスチャネル（ＦＡＣＨ）を継続的に
監視すること、により特徴付けられる。ＣＥＬＬ＿ＰＣＨおよびＵＲＡ＿ＰＣＨ状態は、
（１）ＵＥに割り当てられた専用物理チャネルがないこと、（２）ＵＥがページングメッ
セージについてページングチャネル（ＰＣＨ）を定期的に監視すること、および（３）Ｕ
Ｅがアップリンクで送信することを許可されない、ことにより特徴付けられる。ＵＥにつ
いてのモードおよび状態は、３ＧＰＰ　ＴＳ　２５．３３１で説明されている。
【００２４】
　接続モードに入っている間(while in the connected mode)、ＵＴＲＡＮは、ＵＥに、
ＵＥのアクティビティに基づいて４つの可能な状態のうちの１つにあるように指令する(c
ommand)ことができる。ＵＥは、（１）ＲＲＣ接続開放プロシージャ(Release RRC Connec
tion procedure)を実行することによって、接続モードにおけるＣＥＬＬ＿ＤＣＨまたは
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ablish RRC Connection procedure)を実行することによって、アイドルモードからＣＥＬ
Ｌ＿ＤＣＨまたはＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態へ、（３）再構成プロシージャ(reconfigurati
on procedure)を実行することによって、ＣＥＬＬ＿ＤＣＨ状態とＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状
態との間で、そして、（４）再構成プロシージャ(reconfiguration procedure)を同様に
実行することによって、ＣＥＬＬ＿ＤＣＨ状態において異なる構成間で、遷移することが
できる。これらのプロシージャは、３ＧＰＰ　ＴＳ　２５．３３１で説明されている。
【００２５】
　一実施形態では、ＣＥＬＬ＿ＤＣＨ状態は、連続的パケット接続性（ＣＰＣ）モード(C
ontinuous Packet Connectivity (CPC) mode)２４０と、アクティブモード(Active mode)
２５０と、を備える。アクティブモードは、３ＧＰＰ　Ｒｅｌｅａｓｅ　６で説明されて
いるように、ＨＳＤＰＡおよびＨＳＵＰＡチャネルの動作に対応しうる。アクティブモー
ドでは、データは、ダウンリンクおよびアップリンクにおいてサブフレームで送信するこ
とができる。サブフレーム(subframe)は、リンク上で伝送(transmission)が送られる(sen
t)ことができる時間間隔(time interval)である。サブフレームは、異なるネットワーク
において、および／または与えられたネットワークの異なる構成のために、異なる持続時
間(durations)を持つことができる。ＣＰＣモードは、ＵＥについて効率的なデータの送
信および受信を達成するために使用されることができる。ＣＰＣモードは、ＵＥについて
は節電を、かつ／またはＵＴＲＡＮについては容量の改善を提供することができる。
【００２６】
　一実施形態では、ＣＰＣモードに入っている間(while in the CPC mode)、無線リソー
ス（例えば、物理チャネル）が割り当てられ、上位レイヤー(higher layers)(例えば、レ
イヤー２および３）に対する状態が維持されるが、ダウンリンクおよびアップリンクで利
用できるサブフレームの部分集合(a subset of the subframes)のみが有効化される(enab
led)。ＵＥは、有効化されたアップリンクサブフレーム上でシグナリングおよび／または
データを送信し、有効化されたダウンリンクサブフレーム上でシグナリングおよび／また
はデータを受信することができる。ＵＥは、バッテリ節電のため非有効化サブフレームに
おいていくつかの回路ブロックおよびサブシステム、例えば、送信機および／または受信
機をパワーダウンする(power down)ことができる。
【００２７】
　一般に、ＣＰＣモードは、任意の数のＤＴＸモード、任意の数のＤＲＸモード、および
／または他のモードを含むことができる。それぞれのＤＴＸモードは、異なる有効化され
たアップリンクサブフレームおよび／またはＵＥにより実行されるべき異なる動作(actio
ns)に関連付けられることができる。それぞれのＤＲＸモードは、異なる有効化されたダ
ウンリンクサブフレームおよび／またはＵＥにより実行される異なる動作に関連付けるこ
とができる。
【００２８】
　図３は、ＣＰＣモードの実施形態を示す。この実施形態では、ＣＰＣモードは、ＤＴＸ
モード３１０および３１２、ＤＲＸモード３１４、およびＮＯ　ＤＲＸモード３１６を含
む。ＤＴＸモード３１０は、ＤＴＸ　Ｔ１モードとも呼ばれ、ＤＴＸモード３１２はＤＴ
Ｘ　Ｔ２モードとも呼ばれる。表３は、図３のＤＴＸおよびＤＲＸモードの一覧と、それ
ぞれのモードの簡単な説明を示したものである。
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【表３】

【００２９】
　一般に、Ｔ１、Ｔ２、およびＲに対し、どのような値をも選択できる。一実施形態では
、Ｔ１、Ｔ２、およびＲは、Ｔ１≦Ｔ２およびＲ≦Ｔ２となるように定義される。一実施
形態では、Ｔ１、Ｔ２、およびＲは、可能な値の集合(a set)から選択される。例えば、
Ｔ１、Ｔ２、およびＲは、それぞれ、１、４、８、または１６に等しくなるように設定さ
れ、Ｔ１、Ｔ２、およびＲ∈｛１，４，８，１６｝と表わされることができる。Ｔ１、Ｔ
２、およびＲに対し、可能な複数の値からなる他の集合も使用できる。可能な値は、２の
べき乗および／または他の値としてよい。Ｔ１＝１は、すべてのアップリンクサブフレー
ムが有効化されることを意味する。同様に、Ｒ＝１は、すべてのダウンリンクサブフレー
ムが有効化されることを意味する。ＮＯ　ＤＲＸモードは、Ｒ＝１としたＤＲＸモードと
考えられる。
【００３０】
　Ｔ１有効化サブフレーム(Tl-enabled subframes)は、ＤＴＸ　Ｔ１モードについて有効
化されたサブフレームであり、Ｔ１サブフレーム(Tl subframes)の間隔(intervals)で相
隔てられる(spaced apart)。Ｔ２有効化サブフレームは、ＤＴＸ　Ｔ２モードについて有
効化されたサブフレームであり、Ｔ２サブフレームの間隔で相隔てられる。Ｒ有効化サブ
フレームは、ＤＲＸモードについて有効化されたサブフレームであり、Ｒサブフレームの
間隔で相隔てられる。一実施形態では、Ｔ２有効化サブフレームは、Ｔ１有効化サブフレ
ームの部分集合である。他の実施形態では、Ｔ２有効化サブフレームは、Ｔ１有効化サブ
フレームと無関係に選択することができる。
【００３１】
　一実施形態では、ＵＥに対するＴ１有効化、Ｔ２有効化、およびＲ有効化のサブフレー
ムは、基準時間(reference time)からのＯｆｆｓｅｔ(Offset)により識別される。この基
準時間は、ＣＰＣモードがＵＥに対し有効である開始時間であってよく、ＣＰＣパラメー
タを伝達するために使用されるシグナリングで与えられる。Ｔ１、Ｔ２、およびＲは、Ｃ
ＰＣ構成が有効であったサブフレーム（基準時間）にＯｆｆｓｅｔをプラスした時間から
始まる３つの有効化されたサブフレームパターンあるいは集合、を定義する。一実施形態
では、ＣＰＣモードのパラメータは、Ｔ１、Ｔ２、Ｒ、Ｏｆｆｓｅｔ、および基準時間を
備える。ＣＰＣモードは、さらに、他のパラメータに基づいて定義することもできる。Ｕ
ＴＲＡＮでは、データアクティビティ、ネットワーク負荷などのさまざまな因子に基づい
てＴ１、Ｔ２、およびＲに対する適切な値を選択することができる。ＵＴＲＡＮでは、さ
まざまなＵＥに対して異なるＯｆｆｓｅｔ値を選択し、それらのＵＥを利用可能な複数の
サブフレーム全体にわたって分配する(distribute)ことができる。
【００３２】
　一般に、Ｔ１、Ｔ２、およびＲに対し、どのような値をも選択できる。異なるサービス
および／または異なる条件に対し、異なる値の方が適している場合もある。一実施形態で
は、ボイスオーバーインターネットプロトコル（ＶｏＩＰ）に対し、ＣＰＣパラメータを
Ｒ＝４、Ｔ１＝４、およびＴ２＝８と設定することができる。この構成は、音声セッショ
ン時に約５０％のスリーピング期間(sleeping periods)を設定する。一実施形態では、デ
ータ操作に対し、ＣＰＣパラメータをＲ＝８、Ｔ１＝１、およびＴ２＝１６と設定するこ
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とができる。この構成は、送信するデータがないときに、長いスリーピング期間を実現す
る。ＵＴＲＡＮは、ダウンリンク上に送信するデータがあるときはいつも、ＵＥのＤＲＸ
モードを終了させることができる。ＵＥがすべてのＲサブフレームを受け取ってから、ダ
ウンリンクパケット伝送(downlink packet transmission)を開始するまでに平均Ｒ／２サ
ブフレームの遅延時間がある。一実施形態では、ダウンリンク遅延必要条件が厳しいか、
またはダウンリンク負荷が高い場合に、ＣＰＣパラメータは、Ｒ＝１、Ｔ１＝４、および
Ｔ２＝８に設定することができる。他のさまざまな値も、他の特性をもたらすためにＣＰ
Ｃパラメータに使用することができる。
【００３３】
　一実施形態では、ＵＴＲＡＮ（例えば、ＲＮＣ）は、例えば、レイヤー３（Ｌ３）シグ
ナリングおよび／または他の何らかのシグナリングを使用して、呼セットアップの間に、
ＵＥについてのＣＰＣパラメータを構成する(configures)。代替として、あるいは追加し
て、ＵＴＲＡＮは、呼び出しの間に、再構成メッセージ(Reconfiguration message)を通
じてＣＰＣパラメータを構成または修正することができる。ＵＴＲＡＮは、さらに、ＣＰ
Ｃパラメータを、他の方法で、および／または他のタイプのシグナリングを使って構成ま
たは修正することもできる。例えば、Ｔ１、Ｔ２、およびＲ値は、ノードＢにより信号で
伝えられるシステム情報の一部として送信することができる。異なるＴ１、Ｔ２、および
Ｒ値は、異なるコールタイプについて定義することもできる。
【００３４】
　表３は、一実施形態により、それぞれのＤＴＸおよびＤＲＸモードについてＵＥにより
実行される動作(actions)の一覧である。

【表４】

【００３５】
　図３はまた、ＤＴＸモードとＤＲＸモードとの間の遷移に関する例示的な基準(criteri
a)を示している。一実施形態では、ＵＥは、例えば、ＵＥにおけるデータアクティビティ
に基づいて、２つのＤＴＸモードの間で自律的に(autonomously)遷移することができる。
ＵＥは、アップリンク上に送信するデータがあるときはいつも、ＤＴＸ　Ｔ２モードから
ＤＴＸ　Ｔ１モードに遷移することができる。ＵＥは、それぞれのＴ１有効化サブフレー
ムにおいて、送信するデータがＵＥにないということを知らせるシグナリングだけを送信
することができる。ＵＥは、もしアップリンク上に送信するデータがない場合、例えば、
もしＴ２サブフレームが、どんなアップリンクデータ伝送も無しに通過した場合、ＤＴＸ
　Ｔ１モードからＤＴＸ　Ｔ２モードに遷移することができる。
【００３６】
　一実施形態では、ＵＥは、自律的に(autonomously)かつ即座に(instantaneously)、す
べてのアップリンクサブフレームの完全利用(full use)に戻ることができる。Ｔ１有効化
サブフレームは、軽い、および／または予想されるデータ交換に、十分と考えられる。Ｕ



(15) JP 2009-508372 A 2009.2.26

10

20

30

40

50

Ｅは、ＵＥにおいてＴ１有効化サブフレームがデータ負荷に不十分である場合に、使用す
るアップリンクサブフレームを増やすことができる。ＵＥは、本質的に、必要に応じてデ
ータ送信のために、ＤＴＸ　Ｔ２モードからアクティブモードに遷移することができる。
【００３７】
　一実施形態では、ＵＥは、ＵＴＲＡＮ、例えばノードＢによって指示される(directed)
ように、ＤＲＸモードとＮＯ　ＤＲＸモードとの間を遷移する。アップリンクについての
ＤＴＸとは異なり、ＤＲＸの動作は、ノードＢとＵＥとの間で同期がとられている。ノー
ドＢは、次のいずれかに基づいて、ＵＥに、ＤＲＸモードに遷移するように指示する(dir
ect)ことができる：すなわち、（１）ＵＥのダウンリンクトラヒック負荷が軽い、（２）
ダウンリンクデータレート(downlink data rate)が、閾値以下で、減少したサブフレーム
レートでサーブされる(served)ことができる、（３）ＵＥについてのデータアクティビテ
ィ(data activity)が欠如している、（４）ＵＥのデータキューが一定期間空になってい
たか、または空にされたばかりである、または（５）他の何らかの理由。ＤＲＸモードに
入っている間、ＵＥは、Ｒ有効化サブフレームではないダウンリンクサブフレームを無視
することができる。ノードＢは、次のいずれかに基づいて、ＵＥに、ＮＯ　ＤＲＸモード
に遷移するように指示する(direct)ことができる：すなわち、（１）ＵＥについてのデー
タが丁度届いた、（２）ＵＥのダウンリンクトラヒック負荷が重い、（３）ＵＥについて
のデータキューが、閾値よりも大きいか、またはＵＥへの伝送レートよりも速い速度で増
大している(growing)、（４）セル負荷が重い、または（５）他の何らかの理由。ＮＯ　
ＤＲＸモードで、ＵＥは、すべてのサブフレームにおいてシグナリングを受信（例えば、
ＨＳ－ＳＣＣＨを復号化）し、またシグナリングにより指示されている(indicated)よう
にデータを受信することができる。
【００３８】
　一実施形態では、ＤＲＸモードとＮＯ　ＤＲＸモードとの間で高速な遷移を行わせるた
めに、これらのモードの間を遷移するコマンド(commands)は、ノードＢからＵＥへの高速
なレイヤー１（Ｌ１）および／またはレイヤー２（Ｌ２）シグナリングを使用して送信さ
れる。例えば、単一のＬ１／Ｌ２高速シグナリングビットを使用して、ＤＲＸモードを有
効化、または無効化することができる。高速なＬ１／Ｌ２シグナリングは、利用可能なす
べてのダウンリンクサブフレームの完全利用に戻るための高速なメカニズムをノードＢに
付加し、ノードＢとＵＥとの間の同期処理を向上させることができる。ノードＢからＵＥ
にＬ１／Ｌ２シグナリングを送信すると、約５から８ｍｓの遅延時間が生じることがある
が、ＲＮＣからＵＥにＬ３シグナリングを送信すると、１００ｍｓ以上の遅延が生じるこ
とがある。それにもかかわらず、モード間を遷移するコマンドは、どのレイヤーでも、ど
のような方法でもシグナリングを使用して送信されることができる。
【００３９】
　ＮＯ　ＤＲＸモードからＤＲＸモードに遷移するコマンドは、ノードＢ命令＃１(Node 
B order #1)と呼ばれる。ＤＲＸモードからＮＯ　ＤＲＸモードに遷移するコマンドは、
ノードＢ命令＃２(Node B order #2)と呼ばれる。ＵＴＲＡＮ（例えば、ノードＢ）は、
ＵＴＲＡＮ側でＵＴＲＡＮとＵＥの両方がＤＲＸモードで動作することを保証したいとき
はいつも、ノードＢ命令＃１を送信することができる。ＵＴＲＡＮは、ＵＴＲＡＮ側でＵ
ＴＲＡＮとＵＥの両方がＮＯ　ＤＲＸモードで動作することを保証したいときはいつも、
ノードＢ命令＃２を送信することができる。
【００４０】
　ＨＳＤＰＡおよびＨＳＵＰＡは、ハイブリッド自動再送（ＨＡＲＱ）を使用して、デー
タ伝送の信頼性を高める。ＨＳＤＰＡに対するＨＡＲＱおよびＨＳＵＰＡに対するＨＡＲ
Ｑは、同様の方法で動作する。ＨＳＤＰＡでは、ＨＡＲＱ再送は、最小遅延時間後、例え
ば６から８ＴＴＩ後、いつでも送信されることができる。ＨＳＵＰＡでは、ＨＡＲＱ再送
は、８ＴＴＩ後に送信される。
【００４１】
　ＨＳＤＰＡでは、ノードＢでのＨＡＲＱエンティティ(entity)は、パケットを処理し、
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ＵＥに送信する。ＵＥでの、対応するＨＡＲＱエンティティは、パケットを受信し、復号
化する。ＵＥは、パケットが正しく復号化された場合にＡＣＫを、パケットの復号化に誤
りがある場合にＮＡＫを送信する。ノードＢは、ＮＡＫが受信された場合にパケットを再
送し、ＡＣＫが受信された場合に新しいパケットを送信する。ノードＢは、パケットを１
回送信し、パケットに対しＡＣＫが受信されるか、またはノードＢ側でパケットの送信を
放棄することを決定するまで、パケットを何回でも再送することができる。
【００４２】
　ノードＢは、最大８つまでのＨＡＲＱプロセスでパケットをＵＥに送信することができ
る。ＨＡＲＱプロセスは、パケットを送信するために使用されるＨＡＲＱチャネルとして
みなされることができる。ノードＢは、ＵＥに送信するダウンリンクパケットを受信し、
それらのパケットを受信した順序で、利用可能なＨＡＲＱプロセス上でＵＥに送信する。
それぞれのパケットは、ＨＡＲＱプロセスで送信され、そのパケットに使用されるＨＡＲ
Ｑプロセスを示すＨＡＲＱプロセスＩＤ（ＨＩＤ）を含む。それぞれのＨＡＲＱプロセス
は、パケットを一度に１つずつ、そのパケットの送信／再送が完了するまで搬送し、その
後、別のパケットを送信するために使用されることができる。
【００４３】
　もしＨＡＲＱが送信に使用される場合、そのときは、ＤＴＸ　Ｔ１モードからＤＴＸ　
Ｔ２モードへの遷移に対する「送信するデータがない」状態は、ＨＡＲＱプロセスがアク
ティブでないことに対応しうる。これは、順々に、ＨＡＲＱプロセスのいずれに関しても
アクティビティがないことによって検出されることができる。すべてのＨＡＲＱプロセス
がアクノリッジされる(acknowledged)と、ＵＥは、ＤＴＸ　Ｔ２モードに遷移することが
できる。
【００４４】
　図４は、ＨＳＤＰＡおよびＨＳＵＰＡに対する有効化されたサブフレームの一実施形態
を示している。ＵＭＴＳでは、送信タイムラインは、複数のフレームに分割され(partiti
oned)、それぞれのフレームはＳＦＮにより識別される。それぞれのフレームは、１０ミ
リ秒（ｍｓ）の持続時間を有し、５つのサブフレーム０から４に分割される。それぞれの
サブフレームは、２ｍｓの持続時間を有し、３つのスロットをカバーする。それぞれのス
ロットは、０．６６７ｍｓの持続時間を有し、３．８４Ｍｃｐｓで２５６０チップをカバ
ーする、つまりＴｓｌｏｔ＝２５６０チップである。
【００４５】
　ダウンリンク上で、Ｐ－ＣＣＰＣＨは、パイロットおよびＳＦＮを搬送する。Ｐ－ＣＣ
ＰＣＨは、ダウンリンクチャネルのタイミング基準として直接的に使用され、アップリン
クチャネルのタイミング基準として間接的に使用される。ＨＳ－ＳＣＣＨのサブフレーム
は、Ｐ－ＣＣＰＣＨと時間整合される(time-aligned)。ＨＳ－ＰＤＳＣＨのサブフレーム
は、ＨＳ－ＳＣＣＨのサブフレームからτＨＳ－ＰＤＳＣＨ＝２Ｔｓｌｏｔだけ遅延され
る。Ｅ－ＨＩＣＨのサブフレームは、ＨＳ－ＳＣＣＨのサブフレームからτＥ－ＨＩＣＨ

，ｎだけ遅延されるが、ただしτＥ－ＨＩＣＨ，ｎは、３ＧＰＰ　ＴＳ　２５．２１１で
定義されている。
【００４６】
　アップリンク上で、ＨＳ－ＤＰＣＣＨのサブフレームは、ＵＥにおいてＨＳ－ＰＤＳＣ
Ｈから７．５スロットだけ遅延される、なお、図４においてτＰＤは、ノードＢからＵＥ
までの伝播遅延を表す。アップリンクＤＰＣＣＨ、Ｅ－ＤＰＣＣＨ、およびＥ－ＤＰＤＣ
Ｈは、時間整合され、そのフレームタイミングは、ＨＳ－ＤＰＣＣＨのフレームタイミン
グからｍ×２５６チップである。アップリンクＤＰＣＣＨのタイミングは、ＨＳ－ＤＰＣ
ＣＨのタイミングに直接は関係しない。ダウンリンクおよびアップリンクチャネルに対す
るフレームタイミングは、３ＧＰＰ　ＴＳ　２５．２１１で説明されている。
【００４７】
　図４は、さらに、Ｔ１＝４、Ｔ２＝８、Ｒ＝４、およびＯｆｆｓｅｔ＝１となる例示的
なＣＰＣ構成を示している。この実施例では、アップリンクＤＰＣＣＨ、ＥＤＰＣＣＨ、
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Ｅ－ＤＰＤＣＨ、およびＥ－ＨＩＣＨ上のＴ１有効化サブフレームは、４つのサブフレー
ムで相隔てられている。アップリンクＤＰＣＣＨ上のＴ２有効化サブフレームは、８つの
サブフレームで相隔てられている。ＨＳ－ＳＣＣＨ、ＨＳ－ＤＰＤＣＨ、およびＨＳ－Ｄ
ＰＣＣＨ上のＲ有効化サブフレームは、４つのサブフレームで相隔てられている。Ｏｆｆ
ｓｅｔは、有効化されたサブフレームに使用する特定のサブフレームを決定する。Ｔ１有
効化、Ｔ２有効化、およびＲ有効化サブフレームは、時間整合されることができ（例えば
、ＴＲ２５．９０３、セクション４．５．２．１において記述されているように）、ライ
ズ－オーバー－サーマル(rise-over-thermal)（ＲＯＴ）を低減し、有効化されたサブフ
レーム間でＵＥに対する可能なスリープ時間を延長することができる。例えば、アップリ
ンク上の伝送（ダウンリンク伝送についてのＡＣＫを含んでいる）は、ノードＢにおける
ＲＯＴを低減するために、一緒に、クラブされる(clubbed)か、結合される(combined)こ
とができる。また、ダウンリンク上の伝送（アップリンク伝送についてのＡＣＫを含んで
いる）もまた、無線デバイスのウェイクアップ時間を短縮するために、一緒にクラブされ
ることができる。
【００４８】
　図５Ａは、図４に示されているＣＰＣ構成におけるＤＴＸ　Ｔ１モードのＵＥの例示的
な動作を示している。ＵＥは、アップリンクＤＰＣＣＨ上パイロットおよびシグナリング
（例えば、ＴＰＣ）を、またそれぞれのＴ１有効化サブフレームのＨＳ－ＤＰＣＣＨ上で
シグナリング（例えば、ＣＱＩ）を送信する。与えられたＴ１有効化サブフレームにおい
て送信するデータがＵＥにある場合、ＵＥは、Ｅ－ＤＰＣＣＨ上でシグナリングを送信し
、Ｅ－ＤＰＤＣＨ上でデータを送信し、Ｅ－ＨＩＣＨ上でＡＣＫ／ＮＡＫを受信する。
【００４９】
　図５Ｂは、図４に示されているＣＰＣ構成におけるＤＴＸ　Ｔ２モードのＵＥの例示的
な動作を示している。ＵＥは、アップリンクＤＰＣＣＨ上パイロットおよびシグナリング
（例えば、ＴＰＣ）を、またそれぞれのＴ２有効化サブフレームのＨＳ－ＤＰＣＣＨ上で
シグナリング（例えば、ＣＱＩ）を送信する。ＵＥは、Ｅ－ＤＰＣＣＨ上でシグナリング
を送信せず、Ｅ－ＤＰＤＣＨ上でデータを送信せず、Ｅ－ＨＩＣＨ上でＡＣＫ／ＮＡＫを
受信しない。
【００５０】
　図５Ｃは、図４に示されているＣＰＣ構成におけるＤＲＸモードのＵＥの例示的な動作
を示している。ＵＥは、それぞれのＲ有効化サブフレームにおいてＨＳ－ＳＣＣＨ上でシ
グナリングを受信する。ＵＥは、任意のＲ有効化サブフレームにおいてＨＳ－ＤＰＤＣＨ
上でデータを受信し、次いで、ＨＳ－ＤＰＣＣＨ上でＡＣＫ／ＮＡＫを送信することがで
きる。
【００５１】
　図５Ａから５Ｃに示されている実施形態では、ＣＱＩレポートが、ＤＴＸ　Ｔ１モード
ではＴ１有効化サブフレームで、ＤＴＸ　Ｔ２モードではＴ２有効化サブフレームで送信
される。別の実施形態では、ＣＱＩレポートは、Ｒ有効化サブフレームで送信される。Ｕ
Ｅは、さらに、ＡＣＫ／ＮＡＫを送信するときに、追加のＣＱＩレポートも送信すること
ができる。追加のＣＱＩレポートは、再送または新しい送信のために使用されることがで
きる。
【００５２】
　一実施形態では、２つのＤＴＸモードとＤＲＸモードは、互いに無関係に(independent
ly)定義されることができる。別の実施形態では、ＤＴＸモードおよびＤＲＸモードは、
例えば、Ｔ１有効化サブフレームをＲ有効化サブフレームで時間整合するために、共同で
(jointly)パラメータ化される。この実施形態は、スリープ時間を延長し、ＵＥのバッテ
リ節約を強化することができる。さらに別の実施形態では、Ｔ１とＲの間隔は、再送に使
用されるサブフレームが自動的に有効化されるサブフレームになるような、間隔である。
【００５３】
　一実施形態では、ＵＴＲＡＮ（例えば、ノードＢ）は、Ｔ１有効化サブフレームにおい
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てのみＵＥからのアップリンク伝送を予期する。別の実施形態では、ＵＴＲＡＮは、すべ
てのサブフレームにおいてＵＥからアップリンク伝送を予期し、常にＵＥから送信がない
か監視している。ＵＥは、ＤＴＸ　Ｔ１モードとＤＴＸ　Ｔ２モードとの間で自律的に遷
移することができるため、ＵＴＲＡＮは、いくつかのＴ１有効化サブフレームでアップリ
ンク伝送を受信することができない。ＵＴＲＡＮは、それぞれのＴ１有効化サブフレーム
でアップリンクＤＰＣＣＨを送信するかどうかを（例えば、パイロットに基づいて）決定
することができ、パイロットが存在しないか、または品質が不十分である場合に受信され
たシグナリング（例えば、ダウンリンク電力制御に対するＴＰＣビット）を破棄すること
ができる。
【００５４】
　一実施形態では、ＵＥは、ＤＲＸモードに入っている間はＲ有効化サブフレームにおい
て、またＮＯ　ＤＲＸモードに入っている間は任意のサブフレームにおいて、ＵＴＲＡＮ
からのダウンリンク伝送を予期する。ＵＥは、ＵＥにより送信された伝送に対応しないシ
グナリング（例えば、アップリンク電力制御に対するＴＰＣビット）を破棄することがで
きる。ＵＥは、ノードＢ命令＃１を受信した後にＤＲＸの動作を開始し、ノードＢ命令＃
２を受信した後にＤＲＸの動作を停止する。
【００５５】
　少なくとも１つのＨＡＲＱプロセスがアクティブである場合、ＵＥは、Ｔ１有効化サブ
フレームを使用して送信を試みる。ＵＴＲＡＮが、すべてのサブフレームにおいてＵＥか
らのアップリンク伝送を予期する場合、ＵＥは、Ｔ１有効化サブフレームが十分でない場
合に他のサブフレームを使用することができる。ＵＥは、アクティブなＨＡＲＱプロセス
が少なくとも１つある間は、（Ｔ１－１）個よりも多いサブフレームをＤＴＸ送信しない
。アクティブなＨＡＲＱプロセスがない場合、ＵＥは、Ｔ２有効化サブフレームでパイロ
ットおよびシグナリング（例えば、ＣＱＩ）を送信し、（Ｔ２－１）個よりも多いサブフ
レームをＤＴＸ送信しない。
【００５６】
　図６Ａは、Ｔ１＝４＝８ｍｓおよびＴ２＝８＝１６ｍｓで、ＣＰＣ構成に対する例示的
なアップリンク伝送を示している。この実施例では、ＵＥは、２０ｍｓ毎に上位レイヤー
からボコーダパケットを受信することができる。図６Ａのライン１は、ＵＥによって受信
されるボコーダパケットを示している。ライン２から５までは、さまざまな最大再送回数
(different maximum numbers of retransmissions)（Ｎ）に対するパケット伝送および再
送を示している。Ｔ１有効化サブフレームは、ライン２から５までは円により表されてい
る。Ｔ２有効化サブフレームは、ライン２から５までは１つおきの円であり、ライン２の
上にあるラベル「Ｔ２ｅ」により示される。ＵＥは、第１のパケット０を受信した後にＤ
ＴＸ　Ｔ１モードに遷移し、ＵＴＲＡＮへの送信を行う。
【００５７】
　ライン２のＮ＝１の再送では、パケット０は、サブフレームＳ１で受信され、Ｔ１有効
化サブフレームＳ１およびＳ３で送信され、パケット１は、サブフレームＳ４で受信され
、Ｔ１有効化サブフレームＳ５およびＳ７で送信され、というように続く。パイロットお
よびＣＱＩは、どんなデータ送信も無しに、サブフレームＳ２、Ｓ６、Ｓ９、Ｓ１３、お
よびＳ１５を含んでいる、Ｔ１有効化サブフレームで送信され、パケット０、１、２、お
よび３に対するＨＡＲＱプロセスは、サブフレームＳ１４の後に完了する。ＵＥは、サブ
フレームＳ１６でＤＴＸ　Ｔ２モードに遷移し、Ｔ２有効化サブフレームＳ１７およびＳ

１９でパイロットおよびＣＱＩを送信する。ＵＥは、サブフレームＳ２１でパケット４を
受信した後にＤＴＸ　Ｔ１モードに遷移し、Ｔ１有効化サブフレームＳ２２およびＳ２４

でこのパケットを送信する。
【００５８】
　ライン３のＮ＝２の再送では、パケット０は、サブフレームＳ１で受信され、Ｔ１有効
化サブフレームＳ１、Ｓ３、およびＳ６で送信され、パケット１は、サブフレームＳ４で
受信され、Ｔ１有効化サブフレームＳ５、Ｓ７、およびＳ９で送信され、というように続
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く。パイロットおよびＣＱＩは、いずれのデータ送信も無しにサブフレームＳ２およびＳ

１５を含んでいるＴ１有効化サブフレーム中で送信され、パケット０、１、２、および３
に対するＨＡＲＱプロセスは、サブフレームＳ１６の後に完了する。ＵＥは、サブフレー
ムＳ１８でＤＴＸ　Ｔ２モードに遷移し、Ｔ２有効化サブフレームＳ１９でパイロットお
よびＣＱＩを送信する。ＵＥは、サブフレームＳ２１でパケット４を受信した後にＤＴＸ
　Ｔ１モードに遷移し、Ｔ１有効化サブフレームＳ２２およびＳ２４でこのパケットを送
信する。
【００５９】
　パケット伝送および再送は、ライン４におけるＮ＝３の再送、およびライン５における
Ｎ＝４の再送について、同様の方法で発生する。複数のパケットは、いくつかのＴ１有効
化サブフレーム中で送信されることができる。
【００６０】
　図６Ｂは、Ｔ１＝４＝８ｍｓおよびＴ２＝８＝１６ｍｓで、ＣＰＣ構成に対する例示的
なアップリンク伝送を示している。この実施例では、ＵＥは、２０ｍｓ毎に上位レイヤー
からボコーダパケットを受信する。ＵＥは、ＤＸＴ　Ｔ２モードには遷移しないが、それ
は、図６Ｂに示されている持続時間全体にわたって少なくとも１つのＨＡＲＱプロセスが
アクティブであるからである。Ｎ＝４の再送では、与えられたＴ１有効化サブフレームで
、２つよりも多いパケットが送信されることができる。
【００６１】
　図７は、ＣＰＣモードの例示的なダウンリンクおよびアップリンク伝送を示す図である
。時刻Ｌ１で、ＵＥは、ノードＢ命令＃１を受信した後、ＤＲＸモードで動作し、ＤＴＸ
　Ｔ２モードを自律的に選択する。時刻Ｌ２で、ＵＥは、送信すべきデータを有しており
、ＤＴＸ　Ｔ１モードに遷移し、パケットＡを送信する。時刻Ｌ３で、ＵＥは、ノードＢ
命令＃２を受信した後、ＮＯ　ＤＲＸモードに遷移し、その後、パケット０から５を受信
する。時刻Ｌ４で、ＵＥは、パケットＡを送信した後の無アクティビティ期間に続いてＤ
ＴＸ　Ｔ２モードに遷移する。時刻Ｌ５で、ＵＥは、送信すべきデータを有しており、Ｄ
ＴＸ　Ｔ１モードに遷移し、パケットＢからＦを送信する。時刻Ｌ６で、ＵＥは、無アク
ティビティ期間に続いてＤＴＸ　Ｔ２モードに遷移する。時刻Ｌ７で、ＵＥは、ノードＢ
命令＃１を受信した後にＤＲＸモードに遷移する。時刻Ｌ８で、ＵＥは、送信すべきデー
タを有しており、ＤＸＴ　Ｔ１モードに遷移し、パケットＧからＩを送信する。時刻Ｌ９

で、ＵＥは、無アクティビティ期間に続いてＤＴＸ　Ｔ２モードに遷移する。時刻Ｌ１０

で、ＵＥは、ノードＢ命令＃２を受信した後、ＮＯ　ＤＲＸモードに遷移し、その後、パ
ケット６から８を受信する。時刻Ｌ１１で、ＵＥは、ノードＢ命令＃１を受信した後にＤ
ＲＸモードに遷移する。
【００６２】
　図３に示されている実施形態においては、ＵＴＲＡＮは、ＤＲＸモードとＮＯ　ＤＲＸ
モードとの間で遷移するようにＵＥに指示する(direct)ためにノードＢ命令、を送信する
。ノードＢ命令（例えば、＃１および＃２）は、さまざまな方法で送信されることができ
る。一般に、信頼できるメカニズムを使用してノードＢ命令を送信することが望ましいが
、それは、これらの命令は、ネットワークの運用および性能に影響を及ぼすからである。
これは、誤り確率が低く、および／または肯定応答を有する、制御チャネル上でノードＢ
命令を送信することにより達成される。一実施形態では、ノードＢは、かなり強固(robus
t)で、ＡＣＫメカニズムを有するＨＳ－ＳＣＣＨ上で送信される。これにより、ノードＢ
命令の信頼性が高まり、ＵＴＲＡＮおよびＵＥが異なるモードである場合に生じる伝達不
具合の問題が軽減される。
【００６３】
　図８は、ＤＲＸモードからＮＯ　ＤＲＸモードへの遷移に対するダウンリンク活動(act
ivity)に基づいてイベントフロー８００の一実施形態を示す。この実施形態では、ノード
Ｂ命令＃２は、ＨＳ－ＳＣＣＨ上で送信されると仮定する。ＵＴＲＡＮは、ＵＥに対する
ダウンリンクパケットを受信する。次いで、ＵＴＲＡＮは、次のＲ有効化サブフレームに
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おいてＨＳ－ＳＣＣＨ上でノードＢ命令＃２を送信する。ノードＢ命令＃２を送信する際
の平均遅延は、サブフレームＲ／２個分である。ＵＥは、ＨＳ－ＳＣＣＨ上でノードＢ命
令＃２を受信し、ＨＳ－ＤＰＣＣＨ上でＡＣＫを送信することにより応答する。ＡＣＫを
受信した後、ＵＴＲＡＮは、パケットをＵＥに送信するのにサブフレームをいくつでも使
うことができ、Ｒ有効化サブフレームに制約されない。ＵＴＲＡＮは、さらに、ノードＢ
命令＃２と同様にしてＨＳ－ＳＣＣＨ上でノードＢ命令＃１を送信することもできる。
【００６４】
　ダウンリンク上では、ＤＲＸモードにおいて、ＵＥへの新しいパケット伝送を開始する
までにＲ／２のサブフレームの平均遅延がある。ノードＢは、ＵＥにＤＲＸモードから出
るように命令する(order)ことができ、その後の遅延は、できるだけ０に近い値まで低減
されることができる。再送は、新しいパケット伝送を、さらに遅延させるかもしれない。
上記説明された実施形態においては、アップリンク上で、ＵＥが任意のサブフレームを送
信できるので、遅延はＵＥの制御の範囲内にある。他の実施形態では、ノードＢでの検出
を助けるために、ＵＥがアップリンク伝送を開始するときにいくつかの制約条件を課すこ
とができる。例えば、ＵＥは、Ｔ１有効化サブフレーム、Ｔ２有効化サブフレーム、また
は他の何らかのサブフレームで、アップリンク伝送を開始するように制限されうる。
【００６５】
　ノードＢ命令は、さまざまな方法で送信されることができる。一実施形態では、ＵＥは
、ＵＥ識別について第１の１６ビットＨＳ－ＤＳＣＨ無線ネットワーク識別子（Ｈ－ＲＮ
ＴＩ）を割り当てられ（通常実行されるように）、さらに、ノードＢ命令について第２の
１６ビットＨ－ＲＮＴＩを割り当てられる。Ｈ－ＲＮＴＩは、３ＧＰＰ　ＴＳ　２５．２
１２、セクション４．６で記述されている。第２のＨ－ＲＮＴＩは、命令および将来の拡
張のため２１ビットの空間を提供する。別の実施形態では、ブロードキャスト命令用に１
６ビットＨ－ＲＮＴＩが１つ予約される。命令メッセージは、ＵＥ特有のＨ－ＲＮＴＩ（
１６ビット）を含むことができ、命令と将来の拡張のため５ビットの空間を作成している
。ノードＢ命令はまた、他の制御チャネル上で、および／または他の方法で、送信される
こともできる。
【００６６】
　ノードＢ命令の伝送エラーおよび／または検出エラーがある場合がある。そのときは、
ＵＴＲＡＮおよびＵＥが、異なるモードで動作することができる。２つの異なる起こりえ
るエラーシナリオが下記に説明される。
【００６７】
　ＵＴＲＡＮは、ＤＲＸモードで動作し、ＵＥは、ＮＯ　ＤＲＸモードで動作することが
できる。このエラー状況は、（１）ＵＴＲＡＮがノードＢ命令＃１を送信し、ＵＥが命令
を検出できないこと、あるいは（２）何も送信されなかったときにＵＥが誤ってノードＢ
命令＃２を検出すること、に起因して起こりえる。ノードＢは、ＵＥがすべてのサブフレ
ームを受信している間にダウンリンク伝送をＲ有効化サブフレームに制限する。ＵＥは、
余分なバッテリパワーを消費するが、データは失われない。
【００６８】
　ＵＴＲＡＮは、ＮＯ　ＤＲＸモードで動作し、ＵＥは、ＤＲＸモードで動作することが
できる。このエラー状況は、（１）何も送信されなかったときにＵＥが誤ってノードＢ命
令＃１を検出すること、あるいは（２）ＵＴＲＡＮがノードＢ命令＃２を送信し、ＵＥが
命令を検出できないこと、に起因して起こりえる。ＵＴＲＡＮは、任意のサブフレームで
送信することができるが、ＵＥは、Ｒ有効化サブフレームのみを受信する。Ｒ有効化サブ
フレーム以外のサブフレームで送信されるデータは、失われる。このエラー状況は、検出
可能である。ＵＴＲＡＮは、このタイプのエラーを検出し、適切な回復メカニズムを実行
することができる。
【００６９】
　ＣＰＣモードは、いくつかの利点を提供する。ＤＴＸ　Ｔ１モードは、データ伝送時に
容量を最大化することができる特定の最小デューティサイクルＴ１を定める。ＵＥは、そ
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の伝送時間を受信時間と同期させスリープサイクルを延長することができる。アップリン
ク伝送が、必要とされるか、または、よりあり得そうな場合、ＵＴＲＡＮ（例えば、ノー
ドＢ）は、知られている時間のパターンを有する。ＤＴＸ　Ｔ２モードは、同期を容易に
し、アップリンク伝送の検出および検索を簡単なものにし(simplify)、そして、ノードＢ
インプリメンテーションを簡単なものにすることができる。ＵＴＲＡＮには、有効化され
たサブフレームの最小集合(the minimum set)に関する情報があり、これにより、ノード
ＢでＵＥからのアップリンクＤＰＣＣＨの検索の影響を低減することができる。例えば、
ノードＢは、アップリンク伝送がＴ２有効化サブフレームで送信されるか、またはＴ２有
効化サブフレームから始まる場合には、それぞれのサブフレームを検索することができな
い。ノードＢでの検出も、Ｔ２有効化サブフレームを利用しないシステムと比べて簡素化
され(simplified)うる。このようなシステムでは、周期性がわからないまま不規則に送信
される信号をノードＢが検出することは比較的難しく、これは、エネルギー蓄積／相関を
助ける可能性がある。
【００７０】
　図２に戻って参照すると、ＵＥは、以下のいずれかに基づき、ＣＰＣモードからアクテ
ィブモードに遷移することができる：すなわち、（１）ＵＥに送信するダウンリンクデー
タの量（例えば、新しいトランスポートおよび／または論理チャネルに対して）がさらに
多くのダウンリンクサブフレームを使用することを示唆している、（２）ネットワークが
輻輳しており、ダウンリンクサブフレームのすべてをスケジューラーが自由に使用できる
ようにすることによりスケジューラー性能を改善できる、および／または（３）他の何ら
かの理由。ＵＥは、アップリンクサブフレームでデータを送信し、および／またはアクテ
ィブモードにおいてダウンリンクサブフレームでデータを受信することができる。アクテ
ィブモードでは、バッテリパワーの消費量が増える代わりに、性能を高めることができる
。ＵＥは、以下のいずれかに基づき、アクティブモードからＣＰＣモードに遷移すること
ができる：すなわち、（１）ＵＥに対するトラヒック負荷が軽い、（２）ユーザーデータ
アクティビティが欠如している、または（３）他の何らかの理由。ＵＴＲＡＮは、ＵＥに
対するデータキューのステータスに基づいてＵＥのダウンリンクデータアクティビティを
確認し、ＵＥにより保持されているデータバッファのステータスレポートの受信に基づい
てＵＥのアップリンクデータアクティビティを確認することができる。
【００７１】
　一実施形態では、ＵＴＲＡＮは、ＵＥに、アクティブモードまたはＣＰＣモードで動作
するように指示する(directs)。ＵＴＲＡＮは、モード切り換えコマンドまたは他の何ら
かのシグナリングを送信することによりモードを切り換えるようにＵＥに指示することが
できる。ＵＴＲＡＮは、さらに、ＣＰＣモードのパラメータを送信することにより、ＣＰ
Ｃモードに遷移するようにＵＥに指示することもできる。他の実施形態では、ＵＥは、ア
クティブモードで動作するか、またはＣＰＣモードで動作するかを選択することができ、
モード切り換えの要求（ＵＴＲＡＮにより決定が下される場合）、またはモード切り換え
の指示（ＵＥにより決定が下され場合）のいずれかを送信することができる。
【００７２】
　ＵＴＲＡＮ（例えば、ＲＮＣ）は、ＵＴＲＡＮとＵＥが両方ともＣＰＣモードで動作し
ていることをＵＴＲＡＮ側で保証したいときはいつも、ＵＥに、ＣＰＣモードに遷移する
ように（例えば、ＣＰＣパラメータを送信すること、またはモード切り換えにより）指令
する(command)ことができる。ＵＴＲＡＮは、さらに、ＵＴＲＡＮ側でＵＴＲＡＮとＵＥ
の両方がアクティブモードで動作していることを保証したいときはいつも、ＵＥに、アク
ティブモードに遷移するように指令することもできる。
【００７３】
　図３に示されている実施形態では、ＣＰＣモードは、２つのＤＴＸモード、１つのＤＲ
Ｘモード、およびＮＯ　ＤＲＸモード、を含む。一般に、ＣＰＣモードは、任意の数のＤ
ＴＸモード、１つのＮＯ　ＤＴＸモード、任意の数のＤＲＸモード、１つのＮＯ　ＤＲＸ
モード、またはこれらの任意の組合せ、を含むことができる。ＮＯ　ＤＴＸモードは、Ｔ
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１＝１でのＤＴＸ　Ｔ１モードの特別な場合と考えられる。
【００７４】
　別の実施形態では、ＣＰＣモードは、接続Ｄｅｅｐモード(Connected Deep mode)（あ
るいは単純に、Ｄｅｅｐモード(Deep mode)）モードを含み、このモードでは、ＵＥは、
アップリンク上でサブフレームＴ３個毎に１つの有効化されたサブフレームを、ダウンリ
ンク上でサブフレームＲ２個毎に１つの有効化されたサブフレームを有している。一般に
、Ｔ３およびＲ２は、Ｔ３≧Ｔ２およびＲ２≧Ｒとして定義されることができる。Ｔ３お
よびＲ２は、大きな値、例えば、Ｔ２およびＲよりもかなり大きい値、または場合によっ
て無限大に設定されることができる。Ｄｅｅｐモードは、Ｔ３＝Ｔ２および／またはＲ２
＝Ｒを設定することにより無効にされる(disabled)ことができる。
【００７５】
　Ｄｅｅｐモードでは、ＵＥは、（ａ）ダウンリンクについては通信監視を停止するか、
または非常に低い頻度で監視し、（ｂ）アップリンクについては送信を停止するか、また
は非常に低い頻度で送信することができる。ＵＥは、ＣＰＩＣＨおよびＰ－ＣＣＰＣＨを
測定し、Ｒ２有効化サブフレームにおいて処理を行う周辺ノードＢのＨＳ－ＳＣＣＨを復
号化することができる。ＵＥは、必要ならば、測定結果に基づいてノードＢのアクティブ
な集合を更新することができる。ＵＥは、ＵＥの送信電力を調節するためにノードＢによ
り送信されるＴＰＣコマンドを無視することができる。ＵＥは、さまざまなトリガイベン
トに基づいて、例えば、ＵＥがバッファ内にデータを受け取るか、またはダウンリンク上
でパケットを受信した場合に、Ｄｅｅｐモードから遷移して抜けることができる。もし何
らかのトリガイベントが発生した場合、このときは、ＵＥは、（ａ）アップリンク上での
送信のために、ＤＴＸ　Ｔ１モード、ＤＴＸ　Ｔ２モード、またはＮＯ　ＤＴＸモードに
、（ｂ）ダウンリンク上での受信のために、ＤＲＸモードまたはＮＯ　ＤＲＸモードに、
遷移することができる。Ｄｅｅｐモードに入っている間、ノードＢにおけるＵＥの同期は
、失われる可能性がある。ＤｅｅｐモードからＵＥを再アクティブ化するプロシージャが
、使用されることができる。この再アクティブ化は、閉ループ電力制御メカニズムがＵＥ
の送信電力を適正な電力レベルに戻すことを可能にする十分に長いＤＰＣＣＨプリアンブ
ルを伴うようにできる。
【００７６】
　わかりやすくするため、これらの技術は、特にＵＭＴＳについて説明されている。ＣＰ
Ｃモードは、図２に示されるように、ＣＥＬＬ＿ＤＣＨ状態のモードあるいは構成であっ
てもよい。ＣＰＣモードは、さらに、ＵＭＴＳにおいて他の方法でも使用されることがで
きる。
【００７７】
　ここに説明されている技術はまた、他の通信ネットワーク、他のチャネル構造、他のフ
レームおよびサブフレーム構造、および／または他の伝送スキームにも使用されることが
できる。該技術は、非ＨＡＲＱ伝送と同様に、ＨＡＲＱ伝送にも使用されることができる
。
【００７８】
　図９は、ＣＰＣモードにおいて動作する無線デバイスによって実行される、プロセス９
００の一実施形態を示している。接続モードに入っている間、無線デバイスは、無線ネッ
トワークへの伝送のために、複数のＤＴＸモードのうちの１つまたはＮＯ　ＤＴＸモード
で動作する（ブロック９１０）。無線デバイスは、さらに、無線ネットワークからの受信
のために、少なくとも１つのＤＲＸモードのうちの１つまたはＮＯ　ＤＲＸモードで動作
する（ブロック９２０）。それぞれのＤＴＸモードは、シグナリングおよび／またはデー
タを無線ネットワークに送信するのに使用可能な異なるサブフレームに関連付けられるこ
とができる。ＮＯ　ＤＴＸモードは、シグナリングおよび／またはデータを無線ネットワ
ークに送信するのに使用可能であるすべてのサブフレームに関連付けられることができる
。それぞれのＤＲＸモードは、シグナリングおよび／またはデータを無線ネットワークか
ら受信するのに使用可能な異なるサブフレームに関連付けられることができる。ＮＯ　Ｄ
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ＲＸモードは、シグナリングおよび／またはデータを無線ネットワークから受信するのに
使用可能であるすべてのサブフレームに関連付けられることができる。無線デバイスは、
（１）ＤＴＸおよびＤＲＸ、（２）ＤＴＸおよびＮＯ　ＤＲＸ、（３）ＮＯ　ＤＴＸおよ
びＤＲＸ、または（４）ＮＯ　ＤＴＸおよびＮＯ　ＤＲＸ、のうちのどれかで動作するこ
とができる。
【００７９】
　複数のＤＴＸモードは、第１および第２のＤＴＸモードを備えることができる。第１の
ＤＴＸモードでは、無線デバイスは、第１の有効化されたサブフレームでシグナリングを
送信することができ、もし無線ネットワークに送信するデータがある場合は、第１の有効
化されたサブフレームでデータを送信することができる（ブロック９１２）。第２のＤＴ
Ｘモードでは、無線デバイスは、第２の有効化されたサブフレームでシグナリングを送信
することができる（ブロック９１４）。一実施形態では、無線デバイスは、レイヤー１に
対するシグナリング（例えば、プロット、ＴＰＣ、ＣＱＩなど）を送信し、第１のＤＴＸ
モードで上位レイヤーに対するシグナリングを送信することができ、第２のＤＴＸモード
でレイヤー１シグナリングのみを送信する。一般に、無線デバイスは、異なるタイプのシ
グナリングを送信することを許可されるか、またはそれぞれのＤＴＸモードにおいて特定
のタイプのシグナリングのみを送信するように制限されることができる。したがって、第
１のＤＴＸモードで送信されるシグナリングは、第２のＤＴＸモードで送信されるシグナ
リングと同じであっても、異なっていてもよい。少なくとも１つのＤＲＸモードは、単一
のＤＲＸモードを備えることができる。ＤＲＸモードでは、無線デバイスは、第３の有効
化されたサブフレームでシグナリングを受信することができ、もしシグナリングが無線ネ
ットワークに送信されているデータを示している場合は、第３の有効化されたサブフレー
ムでデータを受信することができる（ブロック９２２）。第１の有効化されたサブフレー
ムは、アップリンクに利用可能なサブフレームの部分集合であってよく、サブフレームＴ
１個で相隔てられる。第２の有効化されたサブフレームは、第１の有効化されたサブフレ
ームの部分集合であってよく、サブフレームＴ２個で相隔てられる。第３の有効化された
サブフレームは、ダウンリンクに利用可能なサブフレームの部分集合であってよく、サブ
フレームＲ個で相隔てられる。Ｔ１、Ｔ２、および／またはＲは、構成可能なパラメータ
(configurable parameter)とすることができる。
【００８０】
　無線デバイスは、複数のＤＴＸモード間で自律的に遷移することができ、また無線デバ
イスのデータ負荷に基づいてＮＯ　ＤＴＸモードに自律的に遷移することができる（ブロ
ック９１６）。無線デバイスは、無線ネットワークからのシグナリングに基づいて、少な
くとも１つのＤＲＸモードとＮＯ　ＤＲＸモードとの間を遷移することができる（ブロッ
ク９２４）。無線デバイスは、無線ネットワークからのシグナリングに基づいて、アクテ
ィブモードとＣＰＣモードとの間を遷移することもできる。アクティブモードは、送信お
よび受信に使用できるすべてのサブフレームに対応しうる。
【００８１】
　図１０は、ＣＰＣモードの場合に無線ネットワークにより実行されるプロセス１０００
の一実施形態を示している。無線ネットワークは、接続モードに入っている間、複数のＤ
ＴＸモードのうちの１つまたはＮＯ　ＤＴＸモードで動作している無線デバイスから受信
する（ブロック１０１０）。無線ネットワークは、接続モードに入っている間、少なくと
も１つのＤＲＸモードのうちの１つまたはＮＯ　ＤＲＸモードで動作している無線デバイ
スに送信する（ブロック１０２０）。
【００８２】
　複数のＤＴＸモードは、第１および第２のＤＴＸモードを備えることができる。無線デ
バイスが第１のＤＴＸモードで動作するとき、無線ネットワークは、第１の有効化された
サブフレームで無線デバイスからシグナリングを受信することができ、もしシグナリング
が送信されているデータを示している場合は、第１の有効化されたサブフレームで無線デ
バイスからデータを受信することができる（ブロック１０１２）。第２のＤＴＸモードで
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無線デバイスが動作するとき、無線ネットワークは、第２の有効化されたサブフレームで
無線デバイスからシグナリングを受信することができる（ブロック１０１４）。無線ネッ
トワークは、アップリンクに利用可能なすべてのサブフレームにおいて無線デバイスから
のシグナリングを検出することができる（ブロック１０１６）。少なくとも１つのＤＲＸ
モードは、単一のＤＲＸモードを備えることができる。ＤＲＸモードで無線デバイスが動
作するとき、無線ネットワークは、第３の有効化されたサブフレームでシグナリングを送
信することができ、もし無線デバイスに送信するデータがある場合には、第３の有効化さ
れたサブフレームでデータを送信することができる（ブロック１０２２）。無線ネットワ
ークは、ＤＲＸモードとＮＯ　ＤＲＸモードとの間を遷移するように無線デバイスに指示
するシグナリングを送信することができる（ブロック１０２４）。無線ネットワークは、
さらに、アクティブモードとＣＰＣモードとの間を遷移するように無線デバイスに指示す
るシグナリングを送信することもできる。
【００８３】
　図１１は、図１のＵＥ１１０、ノードＢ１３０、およびＲＮＣ１４０の一実施形態のブ
ロック図を示している。アップリンク上で、ＵＥ１１０により送信されるデータおよびシ
グナリングは、符号器１１２２により処理され（例えば、フォーマットされ、符号化され
、インターリーブされ）、さらに変調器(modulator)（Ｍｏｄ）１１２４により処理され
（例えば、変調され、チャネル化され、スクランブルされ）、出力チップを生成する。次
いで、送信機(transmitter)（ＴＭＴＲ）１１３２は、出力チップを調整し（例えば、ア
ナログに変換し、フィルタ処理し、増幅し、高い周波数に変換し）、アンテナ１１３４を
介して送信されるアップリンク信号を生成する。ダウンリンク上では、アンテナ１１３４
は、ノードＢ１３０により送信されるダウンリンク信号を受信する。受信機(receiver)（
ＲＣＶＲ）１１３６は、アンテナ１１３４から受信された信号を調整し（例えば、フィル
タ処理し、増幅し、低い周波数に変換し、デジタル化し）、サンプルを供給する。復調器
(demodulator)（Ｄｅｍｏｄ）１１２６は、サンプルを処理し（例えば、逆スクランブル
し、チャネル化し、復調し）、シンボル推定を行う。復調器１１２８は、さらに、シンボ
ル推定を処理し（例えば、逆インターリーブし、復号化し）、復号化されたデータを供給
する。符号器１１２２、変調器１１２４、復調器１１２６、および復号器１１２８は、モ
デムプロセッサ１１２０によって、インプリメントされる(implemented)ことができる。
これらのユニットは、ネットワークにより使用される無線技術（例えば、Ｗ－ＣＤＭＡま
たはｃｄｍａ２０００）に従って処理を実行する。
【００８４】
　コントローラ／プロセッサ１１４０は、ＵＥ１１０でさまざまなユニットの動作を指図
する(directs)。コントローラ／プロセッサ１１４０は、図９におけるプロセス９００、
および／または、ここに説明されている技術の他のプロセスを実行することができる。メ
モリ１１４２は、ＵＥ１１０に対するプログラムコードおよびデータ、例えば、ＣＰＣを
動作させるためのパラメータおよび命令を格納する。
【００８５】
　図１１はまた、ノードＢ１３０およびＲＮＣ１４０の一実施形態も示している。ノード
Ｂ１３０は、ＵＥ１１０と通信するためのさまざまな機能を実行するコントローラ／プロ
セッサ１１５０、ノードＢ１３０用のプログラムコードおよびデータを格納するメモリ１
１５２、およびＵＥ１１０との無線通信をサポートするトランシーバ１１５４を含んでい
る。コントローラ／プロセッサ１１５０は、図１０におけるプロセス１０００、および／
または、ここに説明されている技術の他のプロセスを実行することができ、さらに、ＣＰ
ＣモードでノードＢ命令をＵＥ１１０に送信することもできる。ＲＮＣ１４０は、ＵＥ１
１０用の通信をサポートするさまざまな機能を実行するコントローラ／プロセッサ１１６
０、およびＲＮＣ１４０用のプログラムコードおよびデータを格納するメモリ１１６２を
含んでいる。コントローラ／プロセッサ１１６０は、ＣＰＣモードを構成することができ
、また、ＵＥ１１０についてアクティブモードとＣＰＣモードとの間の遷移を指示するこ
とができる。
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【００８６】
　当業者は、情報および信号は、さまざまな異なる技術および技法を使用して表すことが
できることを理解するであろう。例えば、上記の説明をとおして参照され得る、データ、
命令、コマンド、情報、信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電磁波
、磁場または磁気粒子、光場または光粒子、もしくはこれらの任意の組合せにより表わさ
れることができる。
【００８７】
　当業者はさらに、ここに開示されている実施形態に関連して説明されているさまざまな
例示的な論理ブロック、モジュール、回路、およびアルゴリズムステップは、電子ハード
ウェア、コンピュータソフトウェア、またはその両方の組合せとしてインプリメントされ
ることができることを認識するであろう。ハードウェアとソフトウェアとの互換性(inter
changeability)を明確に説明するために、さまざまな例示的なコンポーネント、ブロック
、モジュール、回路、およびステップが、それらの機能に関して一般的に上記に説明され
ている。このような機能がハードウェアまたはソフトウェアとしてインプリメントされる
かどうかは、システム全体に課せられる特定のアプリケーションおよび設計の制約に依存
する。熟練者は、それぞれの特定のアプリケーションについてさまざまな方法で、説明さ
れている機能をインプリメントすることができるが、そのようなインプリメンテーション
決定は、本発明の範囲からの逸脱を生じさせるものとして解釈されるべきでない。
【００８８】
　ここに開示されている実施形態に関連して説明されている様々な例示的な論理ブロック
、モジュール、および回路は、汎用プロセッサ、デジタルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ）
、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧ
Ａ）あるいは他のプログラマブル論理デバイス、ディスクリートゲートあるいはトランジ
スタロジック、ディスクリートハードウェアコンポーネント、またはここに説明されてい
る機能を実行するように設計されているこれらの任意の組合せ、でインプリメントされる
、あるいは実行されることができる。汎用プロセッサは、マイクロプロセッサであってよ
いが、代替として、プロセッサは、任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコ
ントローラ、または状態機械であってよい。プロセッサはまた、コンピューティングデバ
イスの組合せ、例えば、ＤＳＰとマイクロプロセッサの組合せ、複数のマイクロプロセッ
サ、ＤＳＰコアと連携する１つまたは複数のマイクロプロセッサ、または他のそのような
構成、としてインプリメントされることもできる。
【００８９】
　ここに開示されている実施形態に関連して説明されている方法またはアルゴリズムのス
テップは、ハードウェアで直接に、プロセッサにより実行されるソフトウェアモジュール
により、またはこれら２つの組合せにより具現化されることができる。ソフトウェアモジ
ュールは、ＲＡＭメモリ、フラッシュメモリ、ＲＯＭメモリ、ＥＰＲＯメモリ、ＥＥＰＲ
ＯＭメモリ、レジスタ、ハードディスク、取り外し可能ディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、または
当技術分野で知られている他の形態の記憶媒体に、常駐することができる。例示的な記憶
媒体は、プロセッサがその記憶媒体から情報を読み込み、その記憶媒体に情報を書き込め
るように、プロセッサに結合される。別の方法では、記憶媒体は、プロセッサに一体化し
てもよい。プロセッサおよび記憶媒体は、ＡＳＩＣにあってもよい。ＡＳＩＣは、ユーザ
ー端末の中にあってもよい。別の方法では、プロセッサおよび記憶媒体は、ユーザー端末
内のディスクリートコンポーネントとして常駐してもよい。
【００９０】
　開示された実施形態の以上の説明は、どんな当業者にも、本発明を作り、使用すること
を可能にするために提供されている。これらの実施形態に対する様々な修正は、当業者に
とっては容易に明らかであろう、また、またここに定義されている包括的な原理は、本発
明の精神または範囲から逸脱することなく他の実施形態にも適用することができる。した
がって、本発明は、ここに示されている実施形態に限定されるようには意図されておらず
、ここに開示されている原理および新規な特徴と整合する最も広い範囲を与えられるよう
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に意図されている。
【図面の簡単な説明】
【００９１】
【図１】３ＧＰＰネットワークの図である。
【図２】ユーザー装置（ＵＥ）の無線リソース制御（ＲＲＣ）状態の状態図である。
【図３】ＣＰＣモードの実施形態を示す図である。
【図４】ＣＰＣモードの有効化されたサブフレームを示す図である。
【図５Ａ】ＤＴＸ　Ｔ１の動作を示す図である。
【図５Ｂ】ＤＴＸ　Ｔ２の動作を示す図である。
【図５Ｃ】ＤＲＸ　Ｔ３の動作を示す図である。
【図６Ａ】ＣＰＣモードの例示的なアップリンク伝送を示す図である。
【図６Ｂ】ＣＰＣモードの例示的なアップリンク伝送を示す図である。
【図７】ＣＰＣモードの例示的なダウンリンクおよびアップリンク伝送を示す図である。
【図８】ＤＲＸモードからＮＯ　ＤＲＸモードへの遷移を示すイベントフローの図である
。
【図９】ＣＰＣモードにおいてＵＥにより実行されるプロセスを示す図である。
【図１０】ＣＰＣモードの場合のネットワークにより実行されるプロセスを示す図である
。
【図１１】ＵＥ、ノードＢ、およびＲＮＣのブロック図である。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５Ａ】 【図５Ｂ】
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【図５Ｃ】 【図６Ａ】

【図６Ｂ】 【図７】
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【図１０】 【図１１】
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【国際調査報告】
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